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平成　２８年　１1月　　5日 №　 15

１０月　２１日に三重県総合文化センターで開催された三重県社会福祉大会

において、三重県社会福祉協議会会長表彰を受けられました。

１０月　９日、１０日に第４７回　四日市市民スポーツフェスタが開催されました。
次の方が　入賞されました。

            グラウンド・ゴルフ大会

　

 家屋を取り壊したときは、「市役所資産税課　家屋係」まで　ご連絡ください。
 物置や車庫など、小さな建物であっても　ご連絡をお願いいたします。　

連絡先              資産税課家屋係
　                  電話　　３５４－８１３５  ,   354-8138

　　　　

○ １３日（日）　　橋北地区総ぐるみ防災訓練
○ ２０日（日）　　橋北地区文化祭

回
覧

　　　            サッカー場にて・・・・・・・・ 　３位　  　 水橋　幸子  様

　　　            第２野球場にて・・・・・・・・　優勝　　　伊藤　  進　 様

      表彰　おめでとうございます

林　　市子　　　様　　（民生委員・児童委員）

１１月の行事

     　入賞　おめでとうございますyou  

you  

  

  
               

みなさん 

参加して下さい 



    おすすめセンター図書

　　　　　　退職　　　　　服部　洋子退職　   　　　服部　　洋子・・・・・　  　お世話になりました。

 採用　　　　　 西　　  みさ子・・・・　　  よろしくお願いします。

皆さんは　橋北地区市民センターに貸出図書があるのをご存じでしょうか？市立図書館ほどの数では

　橋北地区の皆さん、こんにちは。

この小説の舞台は架空の時代、架空の国であり　現実には存在しない場所での　お話しですから。

　しかし読んでいただければ分かると思いますが、単なるファンタジーという括りでは　この本は量れません。

ファンタジーであると同時に、躍動感あふれる　冒険小説であり、架空の世界の戦国物の小説でもあり

そして何よりこの小説を　特別なものとしている要素が優れた医療サスペンスである、という点です。

　大国に征服された部族が囚人として囚われた岩塩鉱を襲った黒い狼。それに噛まれた囚人たちは

一夜にして　一人の男と少女を残して全員が亡くなってしまいます。黒い狼がもたらせたものは何か,

男と少女は何故生き残ることができたのか。中世の中央ｱｼﾞｱをモデルとした国々の興亡をめぐる

陰謀とともに、物語は医学的な見地から黒い狼がもたらした死の、その謎に迫っていきます。

　読みやすい文体と重厚な構成のストーリーに、一気に読まされてしまう良作です。

　　　センターにお越しの際はぜひ手に取ってみてください。

　　　橋北市民センター　職員の異動（臨時職員）

　　　　　「　鹿の王　　上・下　」　　　上橋　菜穂子　　著

　どんなジャンルの本なのか、と問われると、敢えて言えば　ファンタジーということになるでしょうか。

ありませんが、１０００冊近い　蔵書数があります。貸出期間は　２週間で、期間の延長も可能です。

事務室の中に置いてありますので、お立ち寄りの際にどんな本があるか、ぜひご覧ください。

　さて、そのセンターの蔵書の中で　ぜひお奨めしたい本について、この「おしらせ」で紹介していき

たいと思います。　紙面の都合もありますので不定期連載の形となりますが、できるだけ多くの図書を

皆さんに紹介していければと思います。さて、センターからお奨めの図書、第一弾は・・・・

  

  

市民窓口サービスセンター（近鉄四日市駅高架下）は、点検作業のため、下記の日程は臨時 

休業いたします。皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。 
      

 （臨時休業日） ・１１月１２日（土） 終日   ・１１月１３日（日） 終日 
  

≪問合せ先≫   四日市市役所 市民課   ℡３５４－８１５２  

                 市民窓口サービスセンター  ℡３５９－６５２１ 

  

１1月３０日（水）  

       橋北地区市民センター 

            １０：００～１０：４０ 

       滝川公園北駐車場 

            １０：５０～１１：２０ 


